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帰路、「ベンセ湿原」に咲きほころぶ「ニッコウキスゲの群生」を拝見し、感
動！　また、日本海の海岸の名物露天風呂「不老不死温泉」に入湯の予定だっ
たが、あいにくの雨で断念（残念）。夏場から秋にかけての夕陽が日本海の地平
線に沈む絶景を眺めながらの温泉は最高！　読んで字の如く「不老不死」だよ。
海鮮料理の好きな人にとっては、抜群の「地魚料理」を提供するお店・お宿
が鯵ガ沢・深浦にある。また、青森スイカの名産地で、ちょっと足を延ばすと
岩木山のトウモロコシ「嶽きみ（だけきみ）」が食べられる。これ、絶品！　青
森県の岩木山麓に広がる、標高400～500ｍの農場、嶽高原で栽培・収穫された
トウモロコシの総称。「きみ」とは、津軽弁でトウモロコシのことだよ。
また、鰺ヶ沢の国道は、別名「イカ焼きロード」と呼ばれているが、バイパ
スができて、イカ屋さんも商売上がったりでしょうから、皆さんどうぞ旧道を
通り、イカのお土産をお願いします。日本経済発展のためにね。

津
軽
良
い
と
こ
一
度
は
お
い
で
！

西
津
軽
の「
カ
ス
ベ
沼
」

６
月
10
日
、
津
軽
平
鮒
見
回
役
人
の

木
村
氏
よ
り
飛
脚
便
で
「
車
力
し
ゃ
り
き

の
カ
ス

ベ
沼
が
入
れ
パ
ク
だ
か
ら
、
遊
び
に
来

ま
せ
ん
か
」
の
朗
報
が
届
く
。

ボ
ー
バ
ー
の
原
稿
締
切
が
明
日
に
控

え
て
、
今
回
は
ど
う
し
よ
う
と
迷
い
悩

ん
で
い
た
所
へ
の
朗
報
だ
っ
た
が
、
読

者
の
皆
さ
ん
に
又
聞
き
は
掲
載
で
き
な

い
で
し
ょ
う
。
自
分
で
サ
オ
入
れ
て
の

リ
ア
ル
な
情
報
が
私
の
使
命
で
も
あ
る

か
ら
ね
。
さ
っ
そ
く
、
江
戸
に
住
む
鬼

平
な
ら
ぬ
鬼
の
出
口
編
集
長
に
15
日
ま

で
の
猶
予
許
可
を
も
ら
い
、
久
々
の
西

津
軽
釣
行
と
な
っ
た
。

皆
さ
ん
、
日
本
地
図
が
あ
っ
た
ら
開

い
て
見
て
。
日
本
海
側
の
鯵
ガ
沢
か
ら

十
三
湖
ま
で
の
屏
風
山
広
域
農
道
沿
い

に
点
在
す
る
沼
の
数
は
無
数
。
そ
の
全

て
に
ヘ
ラ
ブ
ナ
が
棲
息
し
て
お
り
、
何

年
間
に
渡
り
、
当
店
か
ら
１
６
０
㎞
の

遠
路
を
通
い
つ
め
て
い
た
け
ど
、
こ
こ

数
年
は
縁
遠
く
し
て
お
り
、
今
回
は
楽

し
み
で
あ
る
。

カ
ス
ベ
沼
は
初
め
て
釣
る
釣
り
場
で
、

朝
の
モ
ジ
リ
を
見
た
い
が
た
め
に
、
前

日
午
後
（
13
日
）
に
津
軽
に
入
っ
た
。

浪
岡
町
上
吉
野
田
に
あ
る
「
三
太
溜
池
」

は
近
年
人
気
の
あ
る
釣
り
場
。
覗
い
て

み
た
ら
釣
り
人
が
一
人
お
り
、
チ
ャ
ン

ベ
ラ
（
６
寸
〜
７
寸
ク
ラ
ス
）
の
入
れ

喰
い
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
久
々
に

み
る
チ
ャ
ン
ベ
ラ
に
我
が
秋
田
に
比
べ

る
と
、
羨
ま
し
い
限
り
で
あ
る
。
そ
の

後
、
疲
れ
を
取
る
た
め
津
軽
の
温
泉
巡

り
で
汗
を
流
し
、
夜
は
当
然
の
ご
と
く
、

食
い
道
楽
だ
。
と
に
か
く
津
軽
は
温
泉

の
数
と
、
美
味
し
い
食
べ
物
が
多
く
、

た
ま
に
は
津
軽
恋
女
と
の
出
逢
い
も
ま

た
楽
し
み
の
釣
行
な
の
だ
。

翌
日
朝
、
瓜
田
氏
の
目
覚
ま
し
携
帯

で
起
こ
さ
れ
た
ら
、
何
や
ら
雨
音
が
聞

こ
え
て
く
る
。

「
天
気
予
報
は
こ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か

っ
た
の
に
…
」

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
木
村
氏

も
合
流
し
て
、
今
日
の
釣
り
場
、
つ
が

る
市
車
力
町
に
あ
る
「
カ
ス
ベ
沼
」
へ

直
行
。
沼
へ
着
い
た
ら
見
覚
え
の
あ
る

沼
だ
が
、
水
質
が
全
然
違
う
の
に
ビ
ッ

ク
リ
だ
。
私
が
見
た
頃
は
ま
だ
、
砂
利

採
取
が
行
わ
れ
て
お
り
、
水
も
泥
濁
り

だ
っ
た
の
だ
が
、
今
日
の
水
色
は
透
明

度
が
高
く
、
モ
ジ
リ
が
頻
繁
に
あ
り
、

釣
り
支
度
を
し
て
い
る
間
に
も
、
わ
ず

か
数
メ
ー
ト
ル
先
に
も
モ
ジ
リ
が
見
ら

れ
、
心
躍
る
胸
弾
む
久
し
ぶ
り
の
快
感
。

今
日
の
使
用
竿
は
、
初
め
て
の
釣
り

場
と
か
、
こ
こ
一
番
に
は
絶
対
の
我
が

名
刀
「
竿
春
竿
粋
14
尺
」
を
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
。
タ
チ
は
2
本
半
で
底
釣
り
。
エ

サ
は
、
マ
ッ
シ
ュ
主
体
に
グ
ル
テ
ン
ブ

レ
ン
ド
の
共
エ
サ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

エ
サ
打
ち
開
始
後
20
分
も
経
過
し
た

だ
ろ
う
か
、「
モ
ヤ
ッ
」
の
サ
ワ
リ
に
す

ぐ
さ
ま
黄
金
の
右
腕
が
動
き
、
１
枚
目

を
ゲ
ッ
ト
！
　
頭
で
っ
か
ち
の
ス
タ
イ

ル
は
細
長
の
野
べ
ら
に
「
我
、
ニ
タ
リ

な
り
」。
以
後
、
ア
タ
リ
は
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
き
、
イ
チ
ロ
ー
を
遙
か
上
回

る
８
割
の
ヒ
ッ
ト
率
で
７
寸
か
ら
尺
ク

ラ
ス
が
面
白
い
よ
う
に
釣
れ
る
の
に
満

足
満
足
！
　
瓜
田
・
木
村
氏
も
入
れ
パ

ク
パ
ク
だ
。

釣
り
終
了
後
に
回
っ
て
み
た
ら
、
好

ポ
イ
ン
ト
が
無
数
に
あ
り
、
瓜
田
氏
曰

く
、「
こ
こ
は
最
深
部
で
８
ｍ
、
岸
辺
か

ら
天
々
の
釣
り
も
で
き
る
」
と
の
こ
と

で
、
現
在
は
約
１
ｍ
の
減
水
で
あ
る
が
、

こ
れ
以
上
は
減
水
は
し
な
い
よ
う
だ
。

津
軽
の
釣
り
人
は
、「
春
」
は
こ
の
湖
沼

群
に
は
あ
ん
ま
り
釣
行
し
て
い
な
い
か

ら
、
詳
し
く
は
掲
載
で
き
な
い
が
、
予

想
で
は
〝
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
な
釣
り
〞
が

で
き
る
ん
だ
ろ
う
ね
。

木
村
・
瓜
田
氏
と
、
来
春
に
は
絶
対

や
り
ま
し
ょ
う
、
と
約
束
を
し
て
津
軽

を
後
に
し
た
。

初
め
て
の
池
で
イ
レ
パ
ク
！

見 処・食 い 処

西津軽の「カスベ沼」。岸辺は砂
地なので、釣り台が砂に食い込
んでしまうため対策が必要。

このサイズがイレパク！竹竿で楽しみました。

堰堤もポイント。釣り台の
設置には気を付けましょう。

私の趣味は山菜取り。これはタ
ケノコです。
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